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日本海深海生物の分布と生態

津軽海峡西口海域

涌 坪敏 明 ゜Ｉ　 黄 金崎 栄 一 ”

1986 年 ９ 月29 日に 津軽海峡 西口海域の日本海の水深569 ～580m 海 域lとおい

て，潜水躙耆船「Ｌんかい2000 」|こよる深海生物を対象とした潜航贋査を実施し，

出現生物種と生勧相の東［］海峨（太平洋）との繋がりの有無について若干の検討を

行った。

(1)  CTD で 観測された海底の水温と壇分は，それぞれ0.22 ～0.51 °Ｃ，34.06

～34.31 ‰ で，日本海固有冷水の特徴を示してい た。

121 出 現 した生物は ，魚類が６簡，甲覦頡が２看，軟体動物1, 種 ，その他ヒトデ

類，ナマコ類，イソギンチャク，ウミユリ等でありた。

13】 「しんかい2000 」に よる移助観察中に収録したVTR  ≪：よ り出 現 生 勧の

j000 ㎡ 当りの分布皿はヒトデ黼（クモヒトデ類がほとんど）か2663.  8 個 体 ，次

いでエピ類（トゲクロザコエピ？）が168.5 個 体 で多かった。 魚細では ゲ冫ゲ類

の26.2 個 体 が最も多いものであ・ た。

g41　1985 年|こ「かいよう」|てより津暖有峡東口海域|こ隣接する小」||原 海底谷付

近で行った曳航カメラic よ る調査結果と比較すると，出現生物の種頏が少なかった。

このことは従来言われている日本海深海域の生勧相の貧弱さをあらわしているもの

と考えられる。

DISTRIBUTION  AND  ECOLOGY  OF  DEEP-SEA ORGANISMS

IN  THE  JAPAN  SEA

-Especially the Western Region of the Tuganj Strait―

Tosluaki WAKUTSUBO*2  and Eiiciu KOCANE2AKI**

A  survey  for  deep-sea  organisms  was  carried out  using  the  deep-sea

research  submersible  SHINKA!  2000  in (lie western  region  of  the Tsugaru

Strait of the Japan  Sea
 at a depth  of  569-580  m  on  September  29,1986.

(1) Water  temperature  of  0,22  -  0.51*0  and  salinity of  34.06  -  34.3

were  obserwsd  on  fte boUom  with  CTD  Tltcsc show  the characteristics

of  cold water  indigenous  (o (he Japan  Sea.

(2) Six  species of Fi&hes, (wo  species of Crusiacea, and one  each  of Mollusca,

starfishes (brittle stare), sea cucumbers,  sea anemones,  sea lilies, etc. were

observed.

- ㎜ -

・ｌ 青 森 県 水産 試 験 鳩

●２ＡｏｍｏriPrerect ｕral Fisheries E ｘperimental Station

261



(3) The  number  of organisms per 1000  m2 were counted using a VTR  during

the cruising observation by SHINKAf  2000. The  most numerous  organ-

isms  were starfishes (almost aU britle-stars) and shrimps, which  averaged

2663.8/1000  m2  and  168.5/1000  m7  respectively, while Liparis sp. wa$

the most common  fish a( 26.2/1000 in2.

(4) Compared  with results obtained with (he deep-sea towing camera system

by  "Kaiyo"  in the Ogawara  Submarine  valley neighborhood  adjacent to

the eastern region of the Tsugaru Strait (19SS), the number  of species

observed was low. These results show that the Japan Sea is poor in fauna

of  the deep-sea region.

1. はじめに

日本海深海生物に関する直接観察の報告は非常

に少なく，深海生物の分布と生態の研究上その知

見の集積は重要なものである。また，日本海深海

域は固 有冷水のため生物相が貧弱といわれている

が，今回の調査梅域は日本海のなかでは外洋（太

平洋）との連絡囗（津軽海峡）に最も近いので，

その生物相については興味のもたれるところであ

る。筆者等はこれらについて，若干の知見を得た

のでその結果を報告する。

2. 調重方法

1986年9  fi29日，図 口ご示した青森県権現埼沖

約15マイルの水深569 ～580 m のところにおいて

「しんかい2000」による潜航調査を実施した。調

査方法はエビ脆とエサ袋設置による生物のい集状

況の観察及び「 しんかい20｛｝O」による移動観察で

ある。移助観察ではＶＴＲ画像の解析しやすい約

0.4 / ットで航走し，梅底からほぽ一定の高さを

保つようにした。このとき船外カラーＴＶカメラ

は真下|と向けた（あとでＶＴＲを解析したところ

観察幅は平均約ｌｍであった）。これにより 移助

観察面樋（距離約1300m ｘ観察幅約lm-130 （）㎡）

内における生物分布量のおおよその分布密度を算

出した。

また，ステレオカメラにより出現生物種の判別

のため適宜撮影を行った。

3. 謫査結果

海底はヽF担でやわらかい泥質に覆われていた。

潮流はなかった。ＣＴＤで観測された海底の 水温

２６２

と塩分は，0.22 ～0.51 ℃，34.06 ～34.31 °ぶで

低温・低塩分の非常に均質な日本海固有冷水の特

徴を示していた。い果調査および移動観察におけ

る出現生物種は，魚類ではスケトウダラ，ゲング

類。ビクニン順（ザラビクニン？），カジ カ類，

カレイ類（ウロコメガレイ？），アンコウであり，

甲殻類ではエビ類（トゲクロザコエピと思われる）

であり。軟体熕ではイカ類（マッコウタコイカと

思われる）であった。この他ヒトデ類（主に クモ

ヒトデ類），ナマコ， イソギンチャク，ウミシダ

等が山現した。

このうちエピ胝とエサ袋の周囲にい集したもの

は，エビ類，イカ頬， ヒトデ類とスケトウダラで

あった。ただし，イカとスケトウダラはあまりエ

調査地点図

Location ｏｆ investigation
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表 １　 「しんかい20｛｝O」の移動観察中（ＶＴＲ）

における出現生 物の個体 数

Number of observed organisms ｏｎ ｃｒｕ･

ｓｉｌｇ observation by “Shinkai 20001 ’

＊ クモヒトデが主

サに関心がなく「しんかい2000」の投光器の光に

寄ってきたものと思われ，エサに対するい集の積

極性ではクモヒトデ類が一番であった。

図２　海底地形図
Topographic map

また， 移動観察中に撮彫されたＶＴＲにより確

認されさ出現生物の個体数を表 １．移動観察而積

1000㎡当りの個体数を表２に 示した。 ヒトデ類

（クモヒトデ類か優占）が圧倒的に多く3463佃体，

2663.8個体/1000 ㎡,次いでエビ類の219 体,168.5

個体月000 ㎡,ゲング類の34個体,26.2個体/1000 ㎡

となっている。

4. 考　 察

第２表には，事前調査として同地点 で行った曳

航式Ｔ Ｖカメラによる観察結果と昭和60年９月に

青森県 太平洋において「かいよう」によっておこ

なった曳航式ＴＶカメラによる観察結果からの山

現生物の分布密度も示してある。これによると 「し

んかい2000 」のＶＴＲと曳航式ＴＶカメラによる

結果は，判別困難なヒトデ類を除きほぽl司様であ

った。 また，今回の搬航海域では。 太平洋と比べ

て魚類とナマコの出現か少ないのとエピ類の出現

が多いことが特徴となっている。

西村（1974 ）は日木海の水深500 m 以深，おそら
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く海盆最深部にいたるまでの巨大な空間は，ほぼ

一様な種類細成をもつ動物群集によって占められ

ているだろうと述べている。

今回の潜航海域は図２， 表３からわかるように

水深500 m が外海と連絡する距離は約80マイルと

他に比べて極めて近い距離にある。 また，日本海

を外廊と連絡する５つの海峡は，表４のようにな

）ーており，朝鮮・対馬海峡と並んで津軽海峡がも

）ーとも深い水深140 m とな っている。さらに，当

該地域の漁業者から従来太平洋の深暘に生息して

日本廊にはいないとされているメヌケ領が日本海

の探場にも生息しているといわれていた。このよ

うなことから今回の潜航詞 螽の目的の１つであ

った当該地城の生物相が太平洋のものとの繋がり

の可能性を考えたわけであるが。観察された結果

からみると，その生物相は従来いわれていると同

様に貧弱なものと 考えられ。稲についての精査が

必要であるが。特に外洋（太平洋）との繋がりを

示唆するものは今川の調査からは認められなか｡

た｡
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表２　出現生物の分布密度r1000 ㎡当りの個体数丶

Density of observed organisms

( Number of individuals per 1000 ㎡）

種　 蔬
「しんかい2卯０」

V  T  R

曳飢式水中カメラ

日 本 海 太 平 岸 幻

オ オ サ ガ

キ　 チ　 ヂ

ソ コ ダ ラ 頚

ィ ラ コ ア ナ ゴ

コ ン ゴ ウ フ ナゴ

カ ジ カ 頚

ｇ レ ィ 蠕

ゲ ン ゲ 驍

エ　 イ　 頡

ココノホシギンザメ

ィ　 カ　 驍

タ　 コ　 頸

ノ　 ブ　 頽

エ　 ビ　 類

ペ ニ ズ ワ ィ

と　 ト デ 頚

ィ ソ ギ ン チ ャ ク

ナ　 マ　 コ

ウ　 ミ　 シ ダ

オキノテズルモズ/ﾚ

2.3

1.5

262

38

j68.5

08

26638

2.3

69

15

67

1300

1.7

221.7

17

夲

283

83

1.7

05

7.2

119

35.8

300

03

004

04

1.8

01

3.0

11.9

14

＊

2.1

41.2

2877､6 4001 14764

（ヒトデ顛除く213.8  )

゛波浪によるカメラ上下動のため判別困難

注:S60 年９月1と青森県太平洋小川原海底谷（水深400～1050m ）Ｒ二かけて

「かいよう」により６点の観察を行った結果の平均値を用いた。

表３　日本海の主な海峡における外海lご連絡する等深線距離

Distance of contour line on important straits

between Japan sea and open sea.

百毒観距離（マイル）

゛ ゛| 水深1000m　　500m　　2 卯 ｍ

Ａ 対馬・ 朝鮮海叫

Ｂ 津 心 海 峡

Ｃ 宗 谷 海 峡

365　　2E0　　　180

j00　　　80　　　120

150　　　120　　　105
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表４　日本廊を辿絡する上な海峡の水深

Depth of important straits

conected with Japan sea

60 m

】40ｍ

120 ｍ

140 ｍ

ｌ回では不十分なのでぜひと も壟会を得て当該海

域の生物相をさら|こ解明していきたい。生物の自

然の姿を解明することは。研究上|ごおいて もっと

も基本であり，酒常の方法では解明できない深梅

底を調査する「しんかい2000 」の重要性は増して

いくものと考えられる。 おわりに今回 の調査に際

し「しんかい2000」の運航チームの方々およびr な

つしま」の乗組員の方々には大変お世話になり，

感謝いたします。

5.　おわりに

今回は残念ながら初期の目的は迷成できなかっ

たが、 先に述べたように地形的にも当該海峨は日

木海において特徴あるところであり、 また魚飢資

源の 豊富な海域となっている。このような調査は

jamstectr DEEPSEA RESEARCH　 ・1W"

(原稿受 川1987 年３月５日)
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